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研究成果の概要： 

乳癌の予後に直接関係する因子として腋窩リンパ節転移の検出能・診断能を、拡散強調像および

リンパ節のADC値を用いて解析した。その結果、腋窩リンパ節転移陽性例では転移陰性例よりも

有意にADC値が高く、また、拡散強調MRIでリンパ節の指摘が困難な症例ではほぼ腋窩リンパ節転

移陰性であった。またサイズ（6mm以上、5mm未満）との組み合わせにより更に診断能が向上した

。 

更に乳癌原発巣のADC値を解析し、組織学的悪性度やホルモンレセプター（ER, PgR）の状態、HER2

の状態との相関を検討した。その結果、腋窩リンパ節陽性例は陰性例に比較してADC値が有意に

高かった。またER陽性例は陰性例に比較して、ADC値が優位に低かった。一方、核異型度やPgR

、HER2の状態（陽性か陰性）は、ADC値との相関は見られなかった。 

これらの結果より、拡散強調MRIによる原発巣および腋窩リンパ節のADC値の解析は、腋窩リンパ

節転移やERの状態の予測に有用で、治療方針の決定にも影響を与える情報が得られる可能性が示

唆された。 

また、造影ダイナミック MRI と拡散強調 MRI の組み合わせによる良悪性鑑別診断能につい 

ても単変量・多変量解析を行い、ADC 値は辺縁性状（スピキュラや不整）、内部造影効果（均 

一、不均一、リムを伴う）と共に独立した鑑別因子であった。 
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１．研究開始当初の背景 

乳癌の予後因子として評価が定まってい

るものとして、腋窩リンパ節転移数、腫

瘍径、病理組織学的異型度、病理組織型、

ホルモン受容体、HER2、閉経状況、年齢

などがある。従来の術前画像評価はTNM分

類による病期診断や切除範囲決定のため

の拡がり診断、多発病変の検索などが目

的であった。また造影ダイナミックMRIに

よる時間信号曲線のパターンは比較的高

い良悪性の鑑別診断能を有することは確

立されており、最近では拡散強調MRIも乳

腺腫瘤の良悪性の鑑別に有用であるとの

報告がみられる。しかし、MRIによる画像

所見と予後との関連を分析した報告はな

く、確立が望まれていた。 

 
２．研究の目的 

当初は、原発乳癌患者の術前MRIから得ら

れる所見と、病理組織学的悪性度との相

関を検討し、更にリンパ節・遠隔転移、

局所再発、無再発期間、累積生存率など

の予後とも対比し、予後を予測する画像

所見を確立することが目的であった。 

しかし、局所再発・遠隔転移群の症例数

が少なく、統計学的解析が困難であった

ため、確立された予後因子の一つである

腋窩リンパ節転移の有無と相関するMR所

見に着目して分析した。また、良悪性の

鑑別に有用なMRI所見として、既に確立し

ている辺縁性状、内部造影効果、時間信

号曲線に加えて、拡散強調MRIで得られる

ADC値が多変量解析により独立した鑑別

因子となりうるかも解析した。また、当

初の予定ではMRスペクトロスコピーを用

いた解析も予定していたが、腫瘍内代謝

産物のCholineの検出率が非常に低く、近

年の報告で得られている様な結果は得ら

れず断念した。 

 
３．研究の方法 

（造影ダイナミック MRI と拡散強調 MRI の組

み合わせによる良悪性鑑別診断能） 

177 患者の MRI 所見（サイズ、形状、辺縁性

状、内部造影効果、時間信号曲線、ADC 値）

を解析した。単変量、多変量解析を行い、良

悪性の鑑別に有用な所見を分析した。 

 

（腋窩リンパ節の ADC 値と転移の有無の関

係） 

組織学的に証明された乳癌患者の腋窩リン

パ節の、拡散強調 MRI による描出能、リンパ

節の ADC 値を転移陽性、陰性群で比較した。

また、サイズ（6mm 以上、5mm 未満）との組

み合わせにより転移の診断能が向上するか

を検討した。 

 

(原発巣の ADC値と腋窩リンパ節転移の有無、

ホルモンレセプターの関係) 

腋窩リンパ節転移(N)、estrogen receptor 

(ER)発現、progesteron receptor (PgR)発現

の有無で原発巣の ADCの平均値に差があるか

どうかを検定。 

核グレード(NG)、HER2 発現の程度と ADC に相

関があるかを検定。 

 



４．研究成果 

（造影ダイナミック MRI と拡散強調 MRI の組

み合わせによる良悪性鑑別診断能） 

ADC 値は辺縁性状（スピキュラや不整）、内 

部造影効果（均一、不均一、リムを伴う） 

と共に独立した鑑別因子であった。 

 

（腋窩リンパ節の ADC 値と転移の有無の関

係） 

乳腺造影ダイナミックMRI,拡散強調MRIの有

用性を、予後に直接関係する因子として腋窩

リンパ節転移の検出能で検討した。腋窩リン

パ節転移陽性例では転移陰性例よりも有意に

ADC値が高く、また、拡散強調MRIでリンパ節

の指摘が困難な症例ではほぼ腋窩リンパ節転

移陰性であった。またサイズ（6mm以上、5mm

未満）との組み合わせにより更に診断能が向

上した。 

 

(原発巣の ADC値と腋窩リンパ節転移の有無、

ホルモンレセプターの関係) 

リンパ節転移陽性例、ER 陰性例では ADC が高

かった。 

 

ADC 値 

 

リンパ節転移    なし   あり 
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ｴｽﾄﾛｹﾞﾝﾚｾﾌﾟﾀｰ 陰性   陽性 

 

核グレード、PgR 発現の有無、HER2 発現の程

度と ADC に相関はなかった。 
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